
 

令和６年度 学校自己評価システムシート （ さいたま市立 片柳中学校 ）学校番号 ２３２                          

目 指 す 学 校 像 「地域から信頼され、地域とともに歩み、生徒・教職員一人ひとりの自己実現・Well-being が図れる学校」 

      

重 点 目 標 

１ 非認知能力も含めた真の学力の向上。 
２ 安心・安全な環境の下、心豊かな生徒の育成。 
３ コミュニティ－スクールを核とした地域と一体となった教育活動の展開。 
４ 持続可能な新しい学校の在り方を求める教職員の育成 

年 度 目 標 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 

1 

＜現状＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査では、

国語、数学、英語共に正答率は全国平均

にあと少しのところである。 

〇授業中多くの生徒は真面目に取り組んで

いるが、教科や内容によって個人差が大

きい。 

＜課題＞ 

〇全国学力・学習状況調査の結果から国語

は漢字、古典に関する事項にやや課題が

見られる。数学は図形にやや課題が見ら

れる。英語は情報の読み取り、書くこと

にやや課題が見られる。 

〇学校評価「授業でできた、わかったとい

う実感が持てたか」が低下傾向にある。 

・市学力テスト市

学習状況調査結

果(質問紙の結

果も含む) 

 

・情報活用能力と

読解力の向上 

 

①朝学習の充実とスタディサプリやドリ

ルパーク等の情報端末を活用した基礎

学力の向上、全教科単元末テストを実

施し、日々の家庭学習の充実を図る。

(個別最適な学び) 

②様々な情報を収集し内容を吟味し、要

約したり、説明したりすることに全教

科等で取り組む。(NIE 教育の推進, よ

む yomu ワークシートの活用) 

①学校評価「授業でできた、わか

ったという実感が持てたか」

95％以上。 

②学校評価「家庭学習をしていま

すか」80％以上。 

③学びの指標「ICT の活用」3.2 以

上。 

④学校評価「学校は ICT を授業で

活用していますか」85％以上。 

 

・学ぶ意味と楽し

さを実感させて

いるか 

・実社会の出来事

に関心を持ち、

探究的活動に取

り組めているか 

①総合的な学習の時間でキャリア教育

STEAMS 教育を融合した活動の実践。 

②学習端末の活用を前提とした、カリキ

ュラムマネジメントの推進（授業スタ

イルの大転換） 

③教科横断的で発展的学習内容を教科内

で実施。特に生徒が自ら課題見つけ探

究する生徒主体の学習活動に取り組

む。(個別最適な学びと協働的学びの

一体化) 

①学校評価生徒アンケート「授業

で課題を考えたり、自ら解決し

たりすることによくに取り組め

たか」90％以上。 

②社会的な課題と連動したテーマ

の着実な実施（総合的な学習の

時間で各学年１テーマ以上）。 

③各教科で教科横断的で探究的な

学びを実践。（各教科１単元以

上） 

2 

＜現状＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査、質問

紙「先生はあなたのよいところを認めて

くれる」「自分にはよいところがある」

肯定的回答は全国平均を 10Ｐ以上上回っ

ている。 

〇学校評価生徒アンケート「生活の決まり

を守って学校生活を送っている」肯定的

回答 97％。 

＜課題＞ 

〇令和５年全国学力・学習状況調査「将来

の夢や目標を持っていますか（肯定的回

答は全国より２P下回る） 

〇不登校傾向生徒の増加、心の不安を訴え

る生徒の増加。アンケート調査だけでな

く常日頃からの声掛け、注意深い観察、

教職員同士の密な情報共有、関係機関と

の日常的連携が必要な状況である。 

・特別活動、学校

行事等体験的活

動の充実によ

り、自己決定の

場を多く設定で

きているか。 

①授業や学級会、生徒会活動で自己決定

場面を多く設定し、生徒の自己肯定感

や自己効力感を高める。 

②企業も含め様々な分野から社会人講師

を招聘しキャリア発達を促す体験的活

動を多く実施し、将来への夢や展望を

持たせる。(未来くるワーク、未来く

る先生、片柳エンジン等) 

③①②を通し好奇心、創造性、協調性

等、非認知能力の育成を図る。 

①学校評価生徒アンケート「学校

行事に積極的に取り組んでいま

すか」95%以上。 

②学校評価生徒アンケート「仲間

のよさを理解し、お互いを認め

合っている」98％以上 

③市学習状況調査「将来の夢や目

標を持っていますか」70%以上。 

・生徒一人ひとり

に寄り添い、大

切にする教育支

援がなされてい

るか。 

 

①毎日のスクールダッシュボードの活用

と生活記録ノートの生徒との交換を重

視し心の変化に迅速に対応する。 

②年２回の保護者との三者面談、学期ご

との二者面談、アンケート等生徒の心

の変化に寄り添う。 

③校内支援ルームを設置。専門的外部機

関との連携を積極的に推進。 

①学校評価保護者アンケート「お

子様の困り事や悩み事に対し学

校は適切に対応していますか」

85％以上。 

②学期ごとの各種面談、いじめ、

心と生活アンケート調査等の確

実な実施。 

③学校評価生徒アンケート「片柳

中は落ち着いた環境ですが」

85％以上。 

3 

＜現状＞ 

〇学校運営協議会で役割分担を実施し、地

域と学校ができることを検討。委員と生

徒との意見交換を実施。 

〇学校評価生徒アンケート「ボランティア

活動に参加したことがありますか」肯定

的回答 88％ 

＜課題＞ 

〇小中のシステムや立地の違いによる物理

的な課題が継続している。 

〇土日の部活動地域移行が実施されたこと

で生まれた課題の整理と解決策の検討。 

・義務教育学校に

向けて小中一貫

教育のさらなる

推進がなされて

いるか。 

 

①夏季合同研修会、週1～2回の中学校教

員の派遣や授業参観、児童・生徒間交

流を推進。 

②総合的な学習の内容として地域ボラン

ティアを位置づけ、地域貢献に関する

学習活動を実施。 

①学校運営協議会委員と生徒との

意見交換で生まれた行事等の着

実な実施。 

②学校評価生徒アンケート「今年

度ボランティア活動に参加した

ことがありますか」95％以上。 

・部活動地域移行

に関する課題が

解決されたか。 

 

①かたやなぎクラブと連携し地域移行に

向けた課題の整理、方向性の策定。 

②部活動や行事等新しい支援や協力の形

を模索していく。 

①学校評価保護者「学校は地域と

一体となって教育活動を進めて

いますか」90％以上。 

4 

＜現状＞ 

〇働き方改革への理解は進んできた。しか

し、授業スタイルや行事の抜本的見直し

など、新しい発想の下での改革・改善に

は至っていない。 

＜課題＞ 

〇生徒主体の指導観、評価観への転換。教

えるから支援、ファシリテーターへ。 

〇ICT を活用し個別最適な学びや協働的な

学びの一体化について学ぶ時間の確保。 

〇業務のより一層の効率化、軽減が必要。 

・新しい教育情報

の収集に努めて

いるか。 

・業務のより一層

の効率化と削減

が図られている

か。 

①全国的な研究会や講演等へのオンライ

ンも含め積極的な参加。最新の教育情

報収集し、自己研鑽するための時間の

確保。 

②ICT 活用により業務の効率化を図る。 

③一層のペーパーレス化、ICT 活用によ

る会議の効率化と時間短縮、計画的年

休や定時退勤日の確実な実施。 

①教職員人事評価、研修に関する

自己評価Ａの教職員が 50％以

上。 

②教育課程の改善について教職員

学校評価で肯定的回答 80％以

上。 

③印刷関係用品の使用量(用紙、イ

ンク、マスター等)の 20％以上

の削減。 

④全教職員平均年休取得率 70%以

上。 

 


